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“世間を社会と同じものだと考えている人もいるらしい口しかし、世間は社会
とは違う”（阿部、 1995、p.13）。世間という語は、古くは万葉集に見られ、仏教
においては、壊され否定されていくものの意をもっサンスクリット語の「ローカ
lokaJの訳語として用いられた。鴨長明「方丈記」、井原西鶴「世間胸算用Jな
ど多くの古典的文献にも見られ、古くから日本人が用いてきた言葉である。一
方、社会という語は、明治時代にsocietyという語がその概念とともに輸入され
た折に、西周が訳語として作りだしたもので比較的新しい（阿部、 1995）口この
ように、世間と社会は成り立ちからして異なっている口しかし、 I広辞苑j
(2008）で「世間Jをヲ｜くと、「社会。世の中。また世の中の人々。」とある。「社
会jをヲlくと、「世の中。世間白家庭や学校に対して利害関心によって結びっく
社会をいう。jとある。従って、世間と社会は辞書的（基本的）意味ではたしか
に類似表現である。しかし籾山（2009）によれば、同じ物事、対象を指す言葉で
あっても、それらを異なる背景・枠組みに基づき捉えることで、人は異なる意味
づけを行う認知能力を有している。例えば、「地球を征服する」と「世界を征服
するJという文を比べてみよう。この時の「地球jと「世界jは、どちらも「私
たちが住んで、いる星全体」という同じ対象を指している口しかし、誰が征服する
のかという観点からこの文を捉え直すと、前者は地球以外の星から来た異星人で
あり、 f走者は国境を越えて争う閉じ星に住む人間であると私たちは解釈する。つ
まり、前者は「地球Jを宇宙という枠組みの中で捉えているか、後者の「世界J
にその視点はない。指している対象は同じであるが、対象を捉える枠組みは異
なっている。このように私たちは、様々な枠組みの中で異なる意味づけを行うこ
とが出来る認知能力を有しており、その能力仁よって類義表現に意味の違いを生
み出している（籾山、 2009）。
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さて「世間」と「社会」も、辞書的意味ではどちらも「世の中（の人々）Jと
いう同じ対象を指す類似表現である。しかし私たちの認知能力は、それぞれに異
なる背景・枠組みを察知し、異なる意味付けを行っているはずである。本研究で
は、「世間Jの用いられる文脈を「社会」のそれと比較することによって、日本
人が「世間Jの語に与えている意味的特徴を浮き彫りにすることを目的とした。
そのために本研究では、インターネット上のブログを対象に探索的な研究を行っ
た。ブログ（blog）とは、日々更新される日記型個人ホームページの総称で、個
人でも比較的容易に制作・公開・更新が可能なことから、日本では2002年ごろ
から普及した。ブログ作成者はブロガー（blogg巴r）と呼ばれる。本研究では、
世間あるいは社会の語を含むブログについてテキストマイニングを実施し、それ
ぞれが用いられる文脈を比較することで、「世間」の意味的特徴を明らかにする
ことを探索的に試みた。
出現頻度の推移
本研究では、ブログ記事の検索にポータルサイト YahooリAFANのブログ検
索サービスを利用した。まず、過去1年間（2011年10月1日～2012年9月30
日）のインターネット上のさまざまなブログの「世間」と「社会」の出現頻度の
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図1 ブログにおける世間と社会の出現頻度の推移
（注） http:/ /blog-search.yahoo.co.jp/ (2012年 11月）。日付と凡例は著者による。
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推移を調べた。結果を図1に示す。横軸が期間、縦軸が出現頻度を表わす口総じ
て「社会Jの出現頻度が高いが、特定の時期に社会に迫るか変わらないほど「世
間Jが使用されていることがわかる。この時期を詳細にみると、体育の日（10
月10日、 3連休）、クリスマスイプ（12月24日）、バレンタイン（2月14日）、
ゴールデンウィーク初日（4月28日）、金環日食（5月21日）、海の日（7月16
日、 3連休）、お盆の入り（8月13日）、敬老の日（9月17日、 3連休）であっ
た。「世間Jの使用は、季節の行事や連休の初めに増加する傾向がみられた。そ
こで本研究では、この中からゴールデンウィークと金環日食の日のプログに注目
し、探索的な分析を行うこととした口
ゴールデンウィーク初日（2012年4月28日）の
「世間」と「社会J
プログの「世間」と「社会」の出現額度の推移を調べた結果、「世間jは季節
の行事や連休の初めに増加することが示された。そこで、まずゴールデンウィー
ク初日（2012年4月28日）の記事に注目し、「世間jと「社会jをキーワード
に記事を抽出・比較し、探索的な分析を行ったO
方法
調査方法 2012年11月に、 Yahoo！プログ検索サーピスを利用して、同年4
月28日の記事を検索した。検索条件は、①「世間jを含み「社会Jを含まない、
②「杜会」を含み「世間」を含まない、の2っとした。以下、①を世間記事、②
を社会記事と呼ぶ。世間記事は439件、社会記事は894件あった。これらの中か
ら、条件ごとに 200件（合計400件）の記事を無作為に抽出し、調査対象とし
た。
記事の分類 まず、抽出した全ての記事に目を通したみたところ、やはりレ
ジャーや帰省、休養の話題が多く見られたが、必ずしもそればかりではなかっ
た。仕事であるとぼやくもの、あるいはゴールデンウィークの話題に全く触れて
いないものとその内容は様々であった口そこで、記事の内容と「世間Jまたは
「社会jとの関連を調べるために、抽出した記事について、休みであったかどう
かを軸に、プロガーの当日の行動を5つに分類した。分類の条件は次のとおり：
①仕事や学校（休日ではない）、②レジ、ヤーや休養（休日である）、①いつもどお
り（無職、自由業など）、④休日だが特に予定はない、⑤不明（当日の行動仁関
する記述がない）口
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テキストマイニンク 類義表現である「社会Jと比較することによって、「世
間jの意味的特搬を明らかにするために、テキストマイニングによる分析を
Word Miner （日本電子計算（株））を用いて行った口「テキストマイニングjと
は、テキストデータをさまざまな計量的方法によって分析し、形式化されていな
い膨大なテキストデータという鉱脈の中から、言葉同士にみられるパターンや規
則性を見つけ、役に立ちそうな知識、情報を取り出そうとする手法・技術である
（藤井・小杉・李、 2005）。分析手順として、まず抽出した全ての記事の中から、
「世間」あるいは「社会Jを含む文を 1つだけ抜き出した。次に、これらの文に
対し、 WordMinerによる分かち書きを行った。「分かち書きjとは文章の言葉
と言葉を空白で、区切ることで、区切られた単語のひとつひとつを「構成要素jと
いう。なお、分かち書きの際に、分かれて欲しくない言葉、例えば「世間様」、
「世間一般」などは、ひとつの単語となるように設定した。また「ゴールデンウ
ィークJ、「ゴールデン・ウィーク」は「ゴールデンウィーク」に、「わたし」、
「ワタクシ」、「僕jなどは「私Jにするなど、意味的にほぼ同じ語は同一語に置
換した口さらに、句読点、助調、特殊記号を除外した口なお、 4月28日の行動
の5つの分類条件のうち、「③休みだか特に予定はない」と、「④いつもどおりJ
は少数であったため（両方で全回答の4.5%）、テキストマイニングには含めな
かった口以上の手続きにより、抽出された構成要素は 1758種類で、あった。
続いて、抽出された構成要素と記事の内容との関係を把握するために、構成要
素のうち出現頻度が2回以上のもの（闇値2）を対象に、構成要素と 4月28日
の行動（質的変数）の対応分析（correspondenceanalysis）を行ったo 「対応分
析」とは、数量化理論の数量化E類にあたるもので、強調するポイントが多少異
なるだけで数学的基盤に違いはない。数量化E類は、海外では対応分析の名称で
知られており、 WordMinerでも対応分析と呼んでいる（藤井ら、 2005）白 Word
Minerでは、対応分析により構成要素と質的変数の関係を視覚的に観察すること
が可能である口ここでの構成要素は、 370種類であった口
結果
4月28目の行動：休みか否か プロガーの4月28日の行動の割合を、世間記
事、社会記事別に算出した（図2）。杜会記事は「不明Jが最も多く（75.5%）、
多くのプロガーが当日の自分の行動を話題にしていなかった。一方、世間記事で
も最も多い割合を占めたのは「不明Jであったが（37.5%）、その割合は社会記事
の半分程度であった巴次いで多かったのが、「仕事や学校Jで、社会記事の2倍
以上であった（世間 33.0%、社会12.5%）。
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いつもどおりノ
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世間記事 社会記事
図2 4月28日のブロガー の行動（%）
表1 世間・社会記事別にみた構成要素数（闇値＝8)
世間記事 ｜ 社会記事
構成要素
構成
構成要素
構成
要素数 要素数
世間 137 社会 131 
GW 54 社会人 31 
ゴールデンウィーク 45 日本 18 
今日 40 社会的 12 
突入 26 活動 9 
私 22 自分 9 
連休 20 地域 9 
世間様 18 国際 8 
仕事 11 私 8 
大型 10 問題 8 
初日 8 
世間一般 8 
いつもどおり
1.0 
構成要素 表1は、世間記事、社会記事別にみて出現頻度が8回以上のものを
示したものである。ただし、文脈の中で従属的に用いられる「人」、「中jなどは
省いた。両記事とも、必然的に「世間」または「社会」やそれらを含む語が多く
なっていた。それ以外では、世間記事で「連休」、「GW」、「ゴールデンウィーク
（突入、初日）」など、ゴールデンウィーク関連の語が多く、社会記事では「日
本J、「活動」、「自分」、「地域」などが多く用いられていた。
83 
第2部
構成要素と 4月28日の行動の対応分析 図3は、 4月28日の行動を質的変数
として、構成要素との対応分析を行った結果を、出現頻度の総和が8回以上の構
成要素と同時布置したものである口ただし、文脈の中で従属的に用いられる
「方」、「中」などは布置から省いた。布置状況から、「世間Jや世間を含む語は、
［仕事や学校Jで、休みで、なかった人の記事と結びついていることが示された。ま
た、ゴールデンウィークに関する語とも近かった。分かち書き前の記述を参照す
ると、「世間はGWですが、私は仕事」といったように、「ゴールデンウィーク＝
世間jという文の構成を用いる人は、自分自身が休みでない場合が多かった。
「社会」や社会を含む語は「不明」と固まりを成していた。ゴールデンウィーク
に関する語とは、結びついていなかった。自由記述を参照すると、時事問題に対
する意見表明や、映画や小説の感想、などが多かった。社会を含む語の中でも、例
成分2
図3 構成要素と 4月28日の行動（質的変数）の対応分析の結果
注．成分1：固有値0.487，寄与率54.43，累韓寄与率54.43
成分2：固宥値0.408.寄与率45.57，累積寄与率100.00
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外的に「社会人」は「レジャー、休養」と結びついていた口自由記述を参照する
と、「社会人野球」、「社会人チーム」など、スポーツ観戦の文脈で用いられるも
のと、「社会人になって初めての9連休で」など連休と結びつけて述べられてい
るものが多かった口「社会人」を除くと、「ゴ~）レデンウィーク」、「GW」、「連
休Jなどゴールデンウィークに関連する語が「社会Jや社会を含む語と同じ文の
中で用いられているものはlつもなかった。
考察
類義表現である「世間Jと「社会」であるが、それらの語が用いられる文脈
を、ゴールデンウィークのプログを対象に分析した結果、異なる文脈で用いられ
ていることがわかった。「世間」と世間を含む語はゴールデンウイ←クに関連す
る語と密接に結びついているが、「社会」と社会を含む語は、「社会人jを除くと
全くそれらと結び、ついていなかった。「世間＝ゴールデンウィーク」という構成
の表現は多かったが、「社会＝ゴールデンウィークJという表現は皆無だった。
ゴールデンウィークは世の中の出来事であり、辞書的意味に則れば、「世間の出
来事jと呼ぶことも「社会の出来事」と呼ぶことも可能であろう口しかし我々
は、世間と社会を異なる背景・枠組みを与え、その上で異なる意味づけを行って
いるために、ゴールデンウィークは世間としか結びつけることは出来なかったと
考えられる。
興味深いことに、対応分析の結果から、 4月28日に休みでなかった人ほど
「世間」や世間を含む語を用いる傾向があることが示きれたD つまり、世の中の
流れの中に自分があてはまらない時に、人はことさら世の中を「世間jと呼ぶこ
とがあると考えられる口この傾向は、「世間様Jという語でより顕著だ、った。 4
月28日が「仕事や学校jで、休みで、なかった人は、世間記事全体で33.0%であっ
たが（図2）、「世間様」を用いている人は61.1%(18人中 11人）だったロ
金環日食の日（2012年5月21日）の「世間Jと「社会」
2012年5月21日午前、日本各地で金環日食が観測された。金環日食は日食の
一種で、月が太陽を覆い、暗黒の月の周囲に太陽がわずかにはみだして、あたか
も金色の輪のように見える非常に珍しい日食のことである。 2012年5月21日の
金環日食は、九州地方南部、四園地方南部、近畿地方南部、中部地方南部、関東
地方など広範囲で観測可能で、テレピをはじめ各メディアが大々的に取り上げ、
学校ぐるみで観測会が行われるなど、巷にはにわか天体ファンがあふれた。出現
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頻度の推移（図 1）をみると、この日の「世間」の使用が前後より抜きん出て高
くなっていた口そこで、次にこの日のプログに注目し、世間と杜会を比較する探
索的な分析を行った。
方法
調査方法 2012年11月に、 Yahoolプログ検索サーピスを利用して、同年5
月21日の記事を検索した。検索条件には、ゴールデンウィークの分析と変えて、
ベースラインとして「世間」も「社会Jも含まない条件を加えた。また、全記事
に「金環日食Jの語が含まれるように設定し、世の中の出来事が「世間Jまたは
「社会」とどのように結び付くか（あるいは付かないか）がより明確になるよう
にした。具体的には、①「世間jと「金環日食Jを含み「社会Jを含まない、②
「社会Jと「金環日食Jを含み「世間」を含まない、＠「金環日食jを含み「世
間」も「社会jも含まない、の3っとした。以下、①を世間記事、②を社会記
事、③を統制記事と呼ぶ。世間記事は 168件、社会記事は 146件、統制記事は
13,707件であった。これらの中から、条件ごとに60件（合計180件）の記事を
無作為に抽出し、調査対象とした口
記事の分類 まず、抽出した全ての記事に目を通したみたところ、やはりプロ
ガー自身の金環日食の観測についてふれているものが多かったが、中にはにわか
天体ファンの大騒ぎを廟るもの、自分自身が見たかどうかについてはふれていな
いものなど、ここでもその内容は多様であった。そこで、記事の内容と「世間」
または「社会」との関連を調べるために、抽出した記事について、プロガー自身
が金環日食を観測したがどうかを軸に、 5つに分類した。分類の条件は次のとお
り：①金環日食を見た、②見なかった、③天候不良等で見られなかった、④観測
可能地域で、なかった、⑤不明（観測に関する記述がない）。
テキストマイニング社会、あるいは社会も世間も使われない記事と比較する
ことよって世間の意味的特徴を明らかにするために、金環日食の記事も Word
Minerによるテキストマイニングを行った。分析手順として、まず抽出した全て
の記事から、「金環日食Jを含む文を 1つだけ抜き出した。次に、これらの文に
対し、 WordMinerによる分かち書きを行った口分かれて欲しくない言葉は一つ
の単語となるように設定し、同一語は置換し、句読点、助調、特殊記号を削除し
た。「金環日食」は全ての文に含まれるので削除した。なお、当日の行動の5つ
の分類条件のうち、「＠観測可能地域でなかったJは3件と少数であったため、
テキストマイニングに含めなかった。抽出された構成要素は389種類であった。
続いて、抽出された構成要素と記事の内容との関係を把握するために、構成要
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素のうち出現頻度が2回以上のもの（関値2）を対象に、構成要素と世間・社
会・統制記事（質的変数）の対応分析を行った。なお、追加の質的変数として、
金環日食の観測の有無を加えた。ここでの構成要素は、 78種類であった。
結果
金環日食の観測の有無 ブロガーが実際に金環日食を観測したか否かの割合
を、世間・社会・統制記事別に算出した（図4）。「金環日食jをキーワードに記
事を抽出しているため「不明」が少なく、「見た」が全ての記事で最も多かった
（世間記事50.0%、社会記事55.0%、統制記事75.0%）。次いで、多かったのが、世
間記事で「見なかった」（26.7%）、社会記事と統制記事で「不明jだ、った（社会
記事30.0%、統制記事11.7%）。
構成要素表2は、世間・社会・統制記事別に出現頻度が5回以上のものを示
したものである。全体的に「今日」が用いられていた。世間記事では「世間Jが
多かった。頻度2の「世間並み」と合わせると、 60記事中26の記事（43.3%)
で「金環日食」と「世間」が同ーの文で用いられていた。 ー方、社会記事で「社
会」の語は構想要素として得られなかった。つまり、「社会」は、記事の中には
あっても、「金環日食Jと同ーの文の中には用いられていなかった。
構成要素と世間・社会・統制記事の対応分析 図5は、世間・社会・統制記事
を質的変数として構成要素との対応分析を行った結果を、金環日食の観測の有無
（追加質的変数）と、出現頻度の総和が5回以上の構成要素と同時布置したもの
である。布置状況から、世間記事は、「見なかった」、「見られなかった」と結び
ついていた。分かち書き前の記述を参照すると、「世間は金環日食で盛り上がっ
世間記事
観測外地域
3.3 
社会記事
見なかった
8.3 
図4 金環日食の観測（%）
見なかった
8.3 
統制記事
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衰 2 世間・社会・統制記事別にみた構成要素数（闇値＝5)
世間記事 社会記事 統制記事
構成要素
構成
構成要素
構成
構成要素
構成
要素数 要素数 要素数
世間 24 今日 14 今日 16 
今日 13 今朝 12 今朝 6 
私 8 日食 5 日食 5 
話題 6 朝 5 
日本 5 
一色
i観察、雲L
"' 接事
百食
本日
太陽
皆さん
成分2
図5 構成要素と世間・社会・統制記事（質的変数）および金環日食の観測の有無（追加
質的変数）の対応卦析の結果
注．成分l：固有値0.432，寄与率56.17，累積寄与率56.17
成分2：固有値0.338，寄与率43.83，累計寄与率100.00
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．ていましたが、私は寝ていましたjといったように、「金環日食騒ぎ＝世間」と
いう文の構成を用いる人は、自分自身は観測していない場合が多かった。社会記
事は「不明Jと近かった口分かち書き前の記事を参照すると、金環日食を話題に
しているものの、プロガー自身の観測は明らかにせず、時事問題など他の話題を
主要な内容にしているものが多かった。統制記事は、他の記事と比べると「見
た」と近かったE
考察
金環日食の日のプログの分析でも、「世間」の特徹的な用いられ方が浮き彫り
になった。まず、「世間」と世間を含む語は、「金環日食」と同ーの文で用いられ
ることが多かったが、「社会jと社会を含む語が「金環日食Jと同ーの文で用い
られたものは60記事中に1つもなかった口分かち書き前の文を参照すると、「世
間＝金環日食騒ぎjという文の構成は多く用いられていたが、「社会＝金環日食
騒ぎJという構成は皆無だった。「世間Jも「社会Jも「世の中（の人々）Jを指
し示す類義表現であるにもかかわらず、金環日食で盛り上がっている世の中は、
「社会jではなく「世間」と捉えられていたと考えられる。また対応分析の結果
からも、興味深い傾向がみられた口統制記事は「見た」と結びついており、金環
日食を観測した経緯や感想を述べているものが多かった。社会記事は、「不明J
と結びついており、自分が観測したかどうかは主要な話題とせず、時事問題など
他の話題を中心に述べているものが多かった。これらと比べて世間記事では、金
環日食を「見なかったJあるいは天候不良等不可抗力で「見られなかったj人が
多かった。世の中の流れに自分の行動があてはまらない時に、人はことさら世の
中を「世間」と呼びたがる傾向があることが、ここでも再び、示された口
総合考察
本研究は、世間を類似表現である社会と比較することによって、世間の意味的
特徴を浮き彫りにすることを目的として、探索的な研究を行った。そのための分
析の対象をインターネット上のプログに求めた。まず、それぞれの語の出現額度
の推移を調べたところ、「世間jは、バレンタイン、クリスマス、三連休、お盆
の入りなど、季節のイベントや連休の初めの記事で増加することが示されたD そ
こで、「世間Jの出現頻度の高い日の中から、ゴーJレデンウィーク初日と金環日
食の日のプログに注目し、これらの日の記事のテキストマイニングを実施した。
その結果、世の中を賑わすゴールデンウィークあるいは金環日食は、「社会」の
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出来事ではなく「世間」の出来事として捉えられていることが示された口さら
に、ゴールデンウィークに休みでない、あるいは金環日食を観測していないな
ど、自分の行動が世の中の流れにあてはまらない時に、かえって世の中を「世
間jと呼ぶ場合が多いことが示された。
中村（2011）は、世間と社会の違いを、構造的側面と機能的側面から、抽象性
一具体性を軸に考察している口構造的側面からみると、社会は人々がその生活を
円滑に運営していくために都合上構成してきたもので、あくまでそれを作り上げ
た個々人が中心である日これに対し世間は、いつ左はなしに個々人が巻き込まれ
るもので、個人にとって世間は所与のものである。社会の形態的内容は、各種組
織体や様々な法令・規約など極めて具体的に把握されるが、世間の形態的内容は
全く把握困難で具体的でない口一方、機能的側面からみると、社会の個々人の基
本的生活への影響は間接的で具体性に欠ける口これに対し世間は、社会生活の中
で、生起する極めて具体的な内容を伴って作用するとしている。
世の中を賑わすゴールデンウィークあるいは金環日食は、「杜会」の出来事で
はなく「世間」の出来事として捉えられていた。このことは、世間と社会の機能
的側面の相違を表わしている口ゴールデンウィークや金環日食、その他季節のイ
ベントや連休は、それぞれに特有の行動規範を具体的に私たちに指し示す口「連
休はゆっくり休んだりレジャーに出かけたりしよう」、「珍しい金環日食だから観
測した方がいい」、「クリスマスはプレゼントを贈るJ、「バレンタインはチョコ
レートを贈る」などなどである日本研究の結果は、世間とは、私たちにこのよう
な具体的な行動規範を伝達する媒体の集合であることを示しているロ世間は、個
人個人の意思を必ずしも反映しているものではなく、中にはしきたりや伝統のよ
うな共同幻想的な色彩を帯びながらも、極めて具体的な行動規範を我々に伝えて
いる口これに対し、社会の伝達する情報の性質は世間とは異なっている。杜会が
伝える情報は、基本的な生活の中で強い関心をひくものではなく、その影響は間
接的である。「世間jも「杜会」も、情報を伝達する媒体の集合として同じ「世
の中（の人々）Jを指す言葉であるが、それぞれが伝達する情報の性質は異なっ
ていると考えられるロそれゆえ、ゴールデンウィークや金環日食騒ぎは「社会」
と結びつかず、「世間」と結びついたのであろう。
さらに分析の結果は、自分の行動が世の中の流れにあてはまらない時に、か
えってその世の中を「世間jと呼ぶ傾向があることを示している口このことは、
世間の構造的側面の特徴を表わしている白世間の伝える行動規範は、具体的では
あるけれども、ゆるやかで必ずしも従わなければならない約束事ではないD 人そ
れぞれ職種が違うのだから何も揃ってゴーJレデンウィークに休む必要はないし、
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金環日食も天体に興味がなければ見なくても良い。個人の自由だ口けれども、な
ぜかそれでは済まず、世間の動きから外れた人ほど世間を意識し、時には「様j
まで付けて敬う口これは、私たちが皆、いっとはなしに世間という網の日の中に
巻き込まれ、その中で生きていかざるを得ないことを認識しているからであろ
う。世間の中にいる限り、世間の意向に抗い個人の意思を優先させることに、人
は困難を覚える。それゆえ、その網から外れると、かえって世間を意識し、落胆
したり、畏怖のような感情さえ生起すると考えられる口これに対し、社会はその
集団を形成する成員として意思をもってのぞむ集団であるD それゆえ、意思を
もって集団から外れることも、また可能であるロ世間ほど困難さを感じないであ
ろう D
本研究は、プログを対象に世間と社会を比較するテキストマイニングを行っ
たD その結果、世間の語の構造的機能的特鍛が浮き彫りになった。しかし本研究
は「世間」の出現頼度の高い日のプログ記事のみを対象にしているので、今回の
結果が明らかにしたのは、世間の特徴のみである。今後「社会」が多く用いられ
る日の記事も分析することで、世間との違いをより鮮明にすることが求められよ
つ。
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